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ノ ､､辞ノ･･ A.?:′了 .I
J.yJミが和紙並びに和!Sの重要事虫である牢とは

I _ 古くから,一般によ･く知られて屈も.付文,1スフの∵∴

･'重撃由 であや,ことた恥 や 余が且って報せせI

i､ る泊りである･大切な苗文吉がシミ.のた社に韮無

～tt竺SJれ露史研究琴の悩みの嘩とな?て居るこ′と

サ 軍報,辞威或妓襖か好き細定位由〔たものに

共被等がIL暦蕗だしいことbl,常に雷々の綻放ず
＼

/

･_る出である･由Lも和紙は其製造工程た棚を■多一

汗･･･ く使用される之等の事質によりて考察すると',,'･y,

',･/Jiの加醜 大ならしが 雫馳 欄 の用不用に関
> 1 /

係する;こもが･ 涙いものと推印されす.し.申し7:

Il･又･一一相性綿布及.ぴスフなど洗酎 ov際故も暫軍にlL

使用叫 て居る･,撃つ七･華醸用の由虚中 ミの.

カ軍 手閲聯して,I.青々日常生活の上に革めて重要

∫ ∴ な軍関係のある亘 鵬 や苧kLa･:一 ･･一
･慮れ●糊の代りに海海苔を用ゆるときはシ,ミゐ

I･＼ 被宅が造かに経少であると云う､ことを,京都在任

､あ某表具師か極 秘 亘っての経験談宅由ホたこ~ノ ′
とがある･不切な盲文恵や告畜類で,之が保存の

一 ため牢堅 甲 な示 すまされ左yt轡 舶 あ
る･糊と布海苔とに､よって,シミ･の加曹程度に格

_ヽ

段P
.
相違があるものきすれば,即今の墾琴卵
,足の折vc於7:墜物資の保存上,大
レ咋考慮を坪わ

･なげ
れ崖ならぬこ｣と吐言を要じない.
1､

/
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和紙血共屯さに於て'又非
無欲さに於rT･果た

又,疏鯛
飯に放て!
紋別1之■に比すべき物はな

い.和
紙の蟹展こそ,今筏
大Jtに期待する虎であ

る･従って･抑及び布海苔の位脚弓.
よpるシミの食

性に関する生協をm察研究して,
邦被昏bAril典か

確かめることは,他方綿布及びスフ洗張りの際,ノ

. 糊又は布海苔の何れを撰ぷべきかと共に,･資材のl ∫
十傑奏上韮要なる示唆を輿えるとよと頗るのT'ぁ盲･･り ~二､ll
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が､退憾ながら2'に附する調禿研究破綻D,顎髭さ

れたもやを未だ見虹 たことがなyl, ,

＼

∫
･●磯?て余疫此串賢を確かむるため,我が内地到

lノ

/'る所の家庭た夜も普通に繁殖してカ雌 を退しくし･L
●

i

･つりあるi･サト､･♭ミを供試虫とLL,.手洗錬組 曲 ､＼

'紙と;.同和紙に糊を塗付せ去､もや,t並びに;布海.I r ､ . -
･.眉 を塗付せるSrのttの∴咽 を供試飼料として其 ･

'･被字画 を醸 した･tZ窄野 卑敵 手盲と;ヤ L

lr′

l ノ

･与トシミ岬 軸 #･8庵 のう碑 を鮒 せきもの.､)

≡≡三三 曇 ;三言壬 ≡;≡ -

l〆

l /
-'付せるものとの敬啓両横句相藩が甚だし-く大であ

卑字とを極めて明肝に認t,-る.tと軸 来た､･卑下 ‥

之力誓 珊 如 方法と成東の輝要を記し,_qて臥 .tt
,o使用に雷b'て一校q之注意を興起すると共這,之 ､∫ ･･ノ

′苧宝器芸 芸･k ,.,:這 並びに文鞘 科競 品 左上 ∵､I

･ノ京大防虫科挙研究所の畢託函究費で行ったもので -.･

/Jあう'･こ水文を革するに罷り,余め研究に封し,･常 ＼＼'

-重 篤なる操捷It鹿泰を輿え庵 いた京都大通 1

1投農畢博士武居義 民に深甚なる謝意は すると.I.

∴共に,本研究の質駿に既し七は研究虫の田中寄手･･/
/J､山英子の同氏に少なからぬ助力を柑た.′丑k併 .
,･記して感謝の恋を衷する1 ､ ,.

により多少とも物資確保の費に僕すすととを得呼

)

･ 弟 T L 書 ~ ･駿 ＼

ITf放期間･昭和20年明19日乃至同8月28F,一
計 ′100日間 ､

∫/ ∫

｣併談昆虫 ･･ヤキトレミLCtenjolepismaviuosi

･ ＼Fabricius'幼虫の老熟紅近きもの

II .を用いた･ - i.. )･ '
供詳解料･手法無塵埋和紙(無地)と,同和紙に､

ヽヽ_･

糊を塗布せろもの,′及び編飯苔を虫ノ′l
付せるものとゐ 8塩を,便宜上4.'5

1 /
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線角に切って用い養'.糊に房vlた米I
の′品稜は畏林一班を粉末にしたもの

i -'で,碍海苔は市販品を用い滋･ ′-一
塁･京都大質点窃部防虫科畢研究堂内,

暗塗装紀の自然温度の塁で飼育賓験 ､

--∫ J ､ -を行?た･,. ′＼ .

ノ誓 讐･霊 芝孟i .yR即 糎,誓 竿エソ
ィ温 了度 ･皇温む一些細琴自由温度計kて記録 J

､･ーJ .＼ J
-ヽ.̀ ＼ ＼

､- 1 ＼~
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す･ -∴ _､ - のむのむ10個造つ七飼育耽察普段を行った ･

:以上のも一昨 ,∴飼育容器1＼個?屯堅無塵琴和

軌 糊虫付和紙･軍港芦塗布甲種申3稜を各1埠 ｢:-
づつ計8枚入れ,伺 容海内にはヤi･トシミ..を供頭 ･'-/.第2表及び国表に示した通 Dである:.本Tf助成級

飼料1港に?き-1.匹の割合で計3由放取し,同株一･

冨品詣 芸習莞 孟夏芸ta冒慧芸三芳芸芸182g急 ､.

㌔-ー

飼料は凡ベTC新らた.な併科岬 ･り換え,潔マけ I.
ミが10日間に加啓せる両横を奥都度測定して記録:.,
した.祝事面積沸掟の方法としては,方眼紙を用＼

･.Vl!･加軍さ.れた両軸 ミ方眼紙1事宅角に相常すると■
一､きに之を.1tpして計堺_L'.全教等両軸 ミ準何程に

I _≡キミ =--諾 .1享 三三:.i_I-I:･玉 三 If-;-:i

㌦ 言語 蒜 票孟諾 漂 漂 警 慧諾 鷲
記録す右程の相達を認むることが出来なか1っ舞.

J. 1衣並びに旧家に示した如 セある･之に依れば,

㍉ ヤすけ ミ加晋や最を甲盛なろ時零は･7･8月や
､温度-08oq乃富 29oCめ季節やある'ことや明 らか.
であり'又被昏河積の絶計を比密封府して見れば

-､ 無塵包和紙19･68･,､脚準付和声698･70‥布海苔蚤

';'･三三-;-:三三 三'-,_:F'芸 ‡ ;==::I芋 三 …書I

とJ=を棚 に馳 ることが田野 誓 ある･･ ,
'＼ 潤 二 十 ､蕗 ∵･.Ba,′ I

,了 盈 藍 嘉 恵 ､
横の尊卑は額虚理'他由宇分は糊を ､

丁 重句して用いた･

≡キ ト 芋 7: I ･1. -∴ ･
以上鵬 と,PC'飼育容器1個 の中に供軸 粁 1 苧一

枚を下れ;'其中にヤY_トシミを1<四枚飼tJ '周 様

‡ 蓋 三三手芸 …三軍…≡……:,:--: -

に於ても質漁期間中に放けるヤマトシミ加唇面軌､r･■
､ゐ嚢温 ∵及び加啓の最も､旺盛なる時雫,一等凡づて

-廃一驚啄成故と殆んど全く同琴で'_bった･ ∫ I

,I22教期間辞印 字した被雪面硯の碍計は,.無出現

年分41･54に封し,糊塗付年分は446･85を.示し･′ I

凋 じ一枚の軸 で郎なから共役昏軒別 離脱 十
の部分と糊を塗付せ声部分とによって極めて進だ J/

､しき相蓬がある･-此事質は琴｢耳駿成孤を如蜜に -

届書せるものとして'ヤマトシ､ミの食畔上生態乳 .I,

｢監 芸悪霊 言 霊芸豊等芝三霊 讐 笠霊認 諾 ■:I
れぼならない∴ ′ ･11

琴 冶Ig .産 声

-I-:.享等 董 芋 蔓 ≡享三:,:i:;:I-三 .三三 _≡三三三 士 三雲 三

比校的旺盛なる5月中旬よ_わ8●月下旬牧亘わ行つ･
たものである･共成絞め概要は第 ,I,･2賢験記録及t

び同国表によって明らかであ嘉 ;,旧 駿期加 流

じ加重面積の塑造を辿って見れば,′町 トシ.ミ加
啓の長も旺盛なる時季は,T･8月で1■温度 28oC乃ヽ
至29oqの季節であること が明らか_となつ.た･称

るγ.･Tトシ弓故事面積4)軍書咋 比較封軍する阜･

糊塗付和紙の祝啓画境頃布海苔塗付和紙駁撃両班

冨慧lxi霊監豊島虚監 警冨霊芝冨讐 宏誓.aZLr紙質完琵琶霊慧 宗 孟墓嘗志慧霊冨悪霊 左慧警語I
れ著しき相違がある:尤S此事賓に就きては,預

ナて行った質漁髄 質療知
醸 段摘 一軍 験卓並行ら

る ことが出来たので,-

七無塵理和紙と糊塗付

和紙k就き{lbヤマト卦ミ元首の相違を比較封府
するたあ次の知を方法を以って行ったのである .,
Tf敬朋問･･第一質験に同じ /

供納昆軒 〝 4 ,, . i

供軸 料･第て轡 にか たも0'と同校の手渡/ ､ . ､一･;
84
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､虚理和紙被字面硯の略即 倍封に嘗?て居る･析

I,冨蒜 言蒜 言.,i芸芸認 諾 警芸欝 警 言霊 ､
.ヽ Ll

よやて期 噂が急速鹿に由大如 .こきは ,､ヤマi

∴シ弓が- 質恥 蜘 - 別 好紳 助の如き 1,,

;-:芸:-f;≡ :;_;;:il.:I:-:::･i-:≡三喜='-:;i;_二三蓋;:･二三 ･･I

A●較する主よ を大や嘩る中予r糊畢卵 噂 の被啓甲了 ､

項狩此奴すれば極めて小で典閲に著､トい申達があ̀L＼-1
ヽ＼l
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･.る･_共要因.はヤアト㌢▲ミ.は布海苔に合有せる化串
的主成分奉るガラクタン,(Galachn)を' 忌避

､ するためたよる..ものと考えられる･.此7F'征は'今
後書包め故事を調査研究するに常D/ては,之と並

･行して生物化撃の研究が極めて韮要であることを

･讐 詫 言:KL票 芸冨芸孟霊芝警三三轟
享.埼如くi■ヤヤトシミはスフ及卵 】紙の東要事虫で

了 詫 言bi'去芸豊等 霊諾芸言霊豊富霊芝琵′
I,.啓示著しく軽微であるさとを確認すもことが出水
･衆のである.＼而して棉常雄不足の折柄',:今後相雷
･-長期間に亙りス･･フ代点を覚悟しなければならぬ

1 F I I
我水団に吟ては,亘.ウ粒物に封するヤマトシ■ミ
あ故馳 如何rCLて防桓 るカiは,肇 かk,大ノトに関心む抑わなければならぬ間CEiである.
従来殆んど重く考え･ら叫て居なかった糊と布梅

香と'iCよ'るヰ?トシミの被啓正塀の如く著しい租

速ああるととか明らかと亘らた現私事今後糊使用 ､

革質する場合に牢,糊は帽食確保の上からを｣rJ
之を避拝,岬 得そ限り布湛轟を用いることに改 `
めるならば･ヤ･マトシ.ミの故事を軽減せしめる上 ＼

芸慧芸子慧 霊 宝禁 悪霊認 諾 =;7FtB嘉 '＼

由れば余?本懐とする虎である･ _･

こ. ll ､(画 21年10煎o叱 一′

61未;ヤ寸▲けミの加冒ど柑及び布海苔に関する冒己線(明乃至萌):
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